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地域子育て支援事業「みんなのわ　ひろば」
に参加した保護者の育児ストレスの特徴
伊　崎　純　子§
Ⅰ　背景・目的
　白鷗大学の地域子育て事業「みんなのわ　ひろば」（以下、「ひろば」と
する）では、原則として月に１回午前中の約90分間、学内で、地域の未就
園児（2〜3歳）とその保護者を対象に、学生が中心となって企画したプ
ログラムを実施している。その目的は次の3点、すなわち①大学における
地域貢献、②学生の保育技術の向上、③学生の地域子育て支援に対する理
解の深化、である。参加した保護者、スタッフとして参加した学生からも
高い評価を受け（2009, 伊崎）、学外機関である小山市地域子育て支援セン
ターとの連携もできた。2年間の活動内容より、以下の3つの成果をあげ
ている。
①　白鷗大学の地域貢献の一部を担う　保育士養成校の短期大学／４年
制大学では、地域貢献のために「子育て支援活動」を実施している
養成校は多く、文部科学省のGPに採択された事業にはNPO法人化し
組織化された中で保育や心理の専門性を生かした支援活動を実施し
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ている大学もあった（2011, 伊崎・福田）。翻って本学では、地域の
親子のうちほんの一握りにしか支援を提供できず、内容も専門性に
乏しいことは事実である。この事業では、小山市内各地で行われる
幼稚園・保育所・児童センター・子育て支援センターの地域子育て
支援活動を補足する（月曜日に）、分をわきまえた地域貢献を学生と
ともに実施することを主眼とする。
②　学生の保育技術の向上　４月と翌3月を比較すると確実に学生の動
きはスムーズに、指導案も具体的に思考され練り上げられたものが
提案できるようになる。学生自身活動前の事前準備の重要さや学生
相互のフォローの大切さを実感している。継続的に関わることで子
どもの成長を肌で理解し、保護者との会話も話題が豊かになる。夏
の保育セミナーで表現遊びを学び、それをどのように指導案に反映
するか検討でき、机上の学びと現場をつなぐ役目を果たしている。
③　学生の地域子育て支援に対する理解の深化　平成20（2008）年新保
育所保育指針の告示により保育士の業務として保護者の保育支援が
規定され、保育士は保育所に在籍する園児とその保護者だけではな
く地域の子育て中の家庭がすべて支援の対象となった。家庭育児の
実際を保護者から直接聞く体験は、将来の糧となっている。
　特に、③の地域子育て支援が保育所保育士の業務となった背景には、いっ
こうに減少しない児童虐待の深刻化がある。平成22（2010）年度に児童相
談所が関与した児童虐待件数は４万件を超えている。児童虐待が顕在化す
る以前の虐待予備軍の増加も言われて久しい（才村, 2008）。
　白鷗大学の地域子育て支援を利用する保護者の育児ストレスを測定する
ことは子どもを産み育てたことのない学生にとって育児の現状を知識とし
て知ること、即ち保護者理解の促進へとつながると考えられる。
　育児ストレスを測定するにあたって、先行研究（兼松ほか, 2006）を受け
て育児ストレスインデックス：Parenting Stress Index（以下、PSIと省略）
を用いることにした。原版のPSI（全101項目）は1980年代に作成され、そ
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の妥当性を問うためにフランス・アメリカ・中国・メキシコ・スウェーデ
ンなど文化によらず研究が行われ、育児行動がとれない親がPSIで特定でき
るという結果をえている。育児ストレスは４つの領域から成立し、その領
域とは、①子どもの特徴、②親の特徴、③親と子の交流、④ライフイベン
トによるストレスである。ストレスが大きければ大きいほど育児ができな
くなる可能性は高まり、子どもの発達や情緒に問題が生じる割合が高くな
るとされる。
　日本版PSI（兼松ほか, 2006）では日本において実施するための修正加除
が原版制作者と協議のうえ施され、全78項目、①子どもの特徴に関するス
トレス（７因子、計38項目）と②親自身に関するストレス（８因子、計40
項目）の2つの領域で構成されている。また、簡便なアセスメントに利用
される短縮版として、原版PSI Short Form（全36項目）を参照しながら、日
本版PSIをたたき台にした育児ストレスショートフォーム（以下PS-SFと省
略, 全19項目）が作られている。PS-SFは日本版PSIの構成枠を生かしなが
ら項目を抜粋したものであり、①子どもの特徴に関するストレス（9項目）、
②親自身に関するストレス（10項目）の2つの領域で構成されている。
　そこで、本研究では平成22年度の「ひろば」に参加した保護者を対象と
して日本版PSIを用いて育児ストレスを測定し、「ひろば」に参加する保護
者の育児ストレスの特徴を明らかにすることを目的とする。比較対象とし
ては、兼松（2006）が日本版を作成する際に得たデータ（以下、標準デー
タとする）や小笠原（2011）が幼稚園等に通わせている3歳児を育ててい
る保護者を対象にして得たPS-SFのデータ（以下、小笠原SFデータとする）
を用いる。
Ⅱ　方法
　調査対象【ひろばデータ】：平成22（2010）年度「ひろば」に参加した保
護者（全て母親）9名
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  子どもの平均月齢35.7か月
  保護者の平均年齢32.8歳
　調査期間：2010年12月〜2011年１月
　実施方法：郵送調査　回収率100％
　質問紙：日本版PSI　全78項目
「まったく違う（１点）」〜「まったくそのとおり（５点）」の５段階で回答
　比較対象①【標準データ】：乳幼児健診時に質問紙を配布し回収できた有
効回答1364名のうち、2,3歳児の子どもをもつ母親431名
　調査期間：平成７（1995）年４月〜11月（千葉、宮城、岩手）と平成８
（1996）年８月〜11月（岡山）
　質問紙：日本版PSI　全78項目　（および　背景要因に関する質問紙）
「まったく違う（１点）」〜「まったくそのとおり（５点）」の５段階で回答
　比較対象②【小笠原SFデータ】：平成22（2010）年度に小笠原（2011, 卒
論,未発表）の調査に参加した幼稚園・保育所などに3歳児を通園させる
保護者（全て母親）32名
　調査期間：2010年11月
　質問紙：PS-SF（日本版PSIの短縮版）　全19項目
　実施方法：幼稚園・保育所各2ヵ所にて配布／持ち帰りによる調査
 　　3〜6歳児の保護者　532部配布中387部回収　回収率72.7%
「まったく違う（１点）」〜「まったくそのとおり（５点）」の５段階で回答
 
Ⅲ　結果
　１．PSIに関する「ひろば」の保護者の結果
　すべての被験者において未記入の項目はなかった。
　子どもの特徴に関するストレスの平均値85.4（range 70-103）、親自身に
389
地域子育て支援事業「みんなのわ　ひろば」に参加した保護者の育児ストレスの特徴
関するストレスの平均値111.3（91-140）、PSI総点の平均値196.8（164-243）
だった。
表1：標準データとの比較（平均と標準偏差）
標準データ（兼松,2006）
n=431
ひろばデータ
n=9
子どもの特徴に関する
ストレス 86.0±14.79 85.4±12.14
親自身に関するストレス 104.7±17.45 111.33±17.65
PSI総点 190.6±28.45 196.78±28.03
　そこで、標準データ（兼松ほか,2006、p48,表12より子どもの年齢2・
3歳のグループのデータ）と「ひろば」の保護者のデータを比較した（表
１参照）。2群間の母分散をF検定で確認したところ、いずれも母分散は
等しいという結果だった。数字上はひろばのデータが親の側面や総点にお
いて高いように思われたが、t検定の結果、子どもの特徴に関するストレ
ス・親自身に関するストレスの強さにいずれも有意差は認められなかった。
表2：親自身に関するストレスの下位尺度における比較（平均と標準偏差）
標準データ n=431 ひろばデータ n=9
親役割によって生じる規制 21.2±4.95 22.89±4.28
社会的孤立 16.8±4.48 18.44±5.61
夫との関係 12.4±4.25 12.11±4.83
親としての有能さ 21.4±3.10 22.78±3.96
抑うつ・罪悪感　　　　　＊ 10.4±2.87 12.11±2.52
退院後の気落ち 8.8±2.93 9.33±3.50
子どもに愛着を感じにくい 7.0±2.14 6.89±1.90
健康状態 7.1±2.36 6.78±2.39
＊　p<.05
　しかしながら、親自身に関するストレスの下位スコアをみていくと、抑
うつ・罪悪感において標準データが10.2±2.98であるのに対し、「ひろば」
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のデータは12.1±2.52と高い数値を示していた（表2参照）。片側t検定の
結果、「ひろば」に参加している保護者の方が標準データの対象者よりも抑
うつ・罪悪感に関係する育児ストレスが有意に高かった（t=-1.769, df=438, 
p<.05）。
  
　２．PS−SFに関する「ひろば」の保護者の結果
　「ひろば」の保護者のPSIの結果をPS−SFへ換算したところ、子どもの特
徴に関するストレスの平均値21.3（range 16-28）、親自身に関するストレ
スの平均値24.8（16-33）、PS-SF総点の平均値46.1（35-61）だった。
表3：保育所・幼稚園に通わせる保護者との比較（平均と標準偏差）
小笠原SFデータ
（小笠原,2011）n=32
ひろばデータ
n=9
子どもの特徴に関する
ストレス 21.56±4.30 21.33±4.24
親自身に関するストレス 21.91±5.42 24.78±5.52
PS-SF総点 43.47±7.93 46.11±8.57
　そこで、小笠原SFデータ（小笠原,2011より保育所・幼稚園に3歳児を
通園させている保護者のデータ）と比較した（表3参照）。2群間の母分散
をF検定で確認したところ、いずれも母分散は等しいという結果だった。
数字上は「ひろば」のデータが親自身に関するストレスやPS-SF総点にお
いて高いように思われたが、t検定の結果、いずれも有意差は認められな
かった。
Ⅳ　考察
　１．親自身に関するストレスや育児ストレス総点では有意差が認められ
なかった点について
　兼松による標準データ（n＝431）及び小笠原によるSFデータ（n＝32）と
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のいずれとの比較においても、「ひろば」参加者の親の側面に関する育児
ストレス値の平均は有意差が認められなかった。有意差が認められなかっ
たのはやはり「ひろば」に参加する保護者の総数は9名で、データ数が少
なかったためではないだろうか。「ひろば」のデータを細かくみていくと、
標準データの平均が親の側面で104.7点であったが、「ひろば」の保護者9
名のうち、120点（80％タイル値）を超えた者が４名と約半数存在した。92
点（25％タイル値）以下だった3名との相殺により平均値が下がったもの
の、「ひろば」に参加している親自身の育児ストレスは2極化しているよう
に思われた。
　PSI総点においても標準データの平均が親の側面で190.6点であったが、
「ひろば」の保護者9名のうち、215点（80％タイル値）を超えた者が3名
いた一方で、170点（25％タイル値）以下は2名で、育児ストレス総点は親
自身に関するストレスの点数を強く反映しているように思われた（図１参
照）。
図1：被験者別の得点
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　２．「ひろば」の保護者にみられた抑うつ・罪悪感
　有意差が認められにくい中で、親に関する育児ストレスの「抑うつ・罪
悪感」という下位尺度において有意差が認められた意味は大きい。この尺
度は４項目から成っている（表４参照）。従って、得点範囲は４〜20点とな
る。
表4：抑うつ・罪悪感の項目
因子負荷量 PS-SF
60 私はいつも、子どもが何か悪いことをすると、私のあ
やまちだと感じてしまう。
.714 項目
14
61 子どもに対する感じ方について、罪の意識を持つこと
が多い。
.623
59 子どもがひどく暴れたりすると、自分がうまくできな
かったような責任感を感じる。
.617
58 自分がどんな親かと考えると、最悪感や申し訳なさを
感じることが多い
.479
　「ひろば」の保護者の得点範囲は８点から16点であり、兼松による標準
データの平均が10点台であることを考えれば全体的にやはり高い育児スト
レスを感じていると考えられる。子どもの特徴による育児ストレスは標準
データと変わらない。「ひろば」に参加する保護者の育児ストレスは、親自
身の「申し訳なさ」に起因する部分も大きいのかもしれない。すなわち、
在宅で育児を担っている中で「ひろば」を積極的に探して参加する一部の
親の背景には、抑うつ感や子どもへの罪悪感があり、それを補償するよう
に子育てに熱心に取り組んでいると考えられる。責任感強く一生懸命に子
どものためを思って行動しているものの、「子どものニードにあった」行動
ではなく、「よい母親」であろうとする自分のニードによる行動であるため
に育児ストレスにつながっていると考えられる。まさに、鯨岡（1991）が
指摘した「母親の欲望の中心に子供を取り込む結果生じる濃密すぎるかか
わりか、母親の欲望から排除する結果生じる希薄すぎるかかわりか、その
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両極端のかかわり、あるいはその両極をいききするかかわり」が育児スト
レスの温床となっているのかもしれない。Winnicott, D. W.（1964）のいう
母子の互いを尊重する関係を意味する「ほどよい母親」は「生きている人」
である赤ん坊と適度な距離感をもっている。罪悪感を補償するための行動
は「全く感じる必要もないような責任」で苦しみ、自分がコントロールし
やすいように「母子密着」に陥りやすい。さらに責任を引き受けねばなら
ないという意識からくるストレスを自ら生じさせていることになりかねな
い。育児ストレスが高い保護者のPSIの感想からも母親がおかれている状
況がうかがえる。PSI総点が222点の保護者は「夫が子供のような人なので
もう少し育児に協力してほしいと思ってしまいよくけんかをしてしまいま
す。子供のことを考えると夫婦二人で子育てをがんばりたいと思います。」
という感想を寄せてくれた。総点が高かった保護者（219点、243点）は感
想が未記入である。言葉にするには生々しい大変さが高い育児ストレスの
背景にあるのかもしれない。
　一方で育児ストレスの低い保護者も「ひろば」に参加している。PSI総
点が170点だった保護者は、PSIの感想で「子どものしつけや子どもが何か
いったり、したことに対する親の反応についてどうしたら子どものために
なるのかなと考えると迷いが生じます。子育ては正しい答えがある訳では
ないのでしょうが難しいなと思います。」という感想を寄せている。同じく
164点だった保護者は「生後３か月頃までは体調が戻らなかったような覚え
があります。母一人子一人では本当につらいです。父親が定時に帰るのが
当たり前な世の中になってほしいです。親が近くにいない、亡くなってい
る等で気軽に頼れる人がいないと自分が体調を崩したときしんどい思いを
している人が沢山いるはずです。核家族での出産、育児の負担は想像以上
に大変でした。」と気軽に人に頼れない環境の中で「自立した育児」をせざ
るを得なかったことが記されており、ひろばでの情報の収集や子どもの成
長の実感が自分の育児の手応えとなったことが最後に報告された。222点の
保護者同様孤独な育児に関するコメントだが、後者は自分だけが大変では
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ないという広い視点を持ち合わせているが前者はまさに大変な渦中にある
というコメントであった点が異なる。育児ストレスが低い場合は、母子の
関係性が適度に距離をもっているように見受けられる。
　子育て支援が子捨て支援にならないようにとはよく指摘されることであ
るが、親の罪悪感や抑うつを補償するような「母子密着」を推進する子育
て支援ではかえって育児ストレスを憎悪させかねないことが本研究によっ
て明らかになった。
　育児ストレスの高い保護者と低い保護者の2極化が、ひろばに参加する
保護者間に毎年生じているのかを含めて、データの蓄積とその分析が今後
の課題である。
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